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はじめに 

 

 現在、国では、共生社会の実現をめざし、教育の分野においては、インクルーシブ

教育システムの構築に向けた多様な学びの場の整備が進められています。 

 多様な学びの場の一つである「通級による指導」は、障害のある児童生徒が、大部

分の授業を在籍する通常の学級で受けながら、一部特別な指導を特別な場で受ける教

育の形態であり、インクルーシブ教育の理念を具現化する有効な制度として、その充

実が期待されています。 

 「通級による指導」は、平成５年に小・中学校において制度化され、学校及び担当

者のたゆみない努力により指導の充実が図られるととともに、その役割の理解が進み、

利用する児童生徒が増えています。 

 本県においても、「通級による指導」を実施する小・中学校が増加する中、通級指

導担当者の確保や専門性の維持・向上、適切な指導内容の設定の在り方等が喫緊の課

題となっており、「通級による指導」を新たに始める学校や初めて担当する教員から、

適切な指導内容の設定や、円滑な通級指導教室の運営、通常の学級との効果的な連携

等のための参考資料を要望する声が多く寄せられています。 

 このため、初めて「通級による指導」を担当する教員のみならず、すべての教職員

の「通級による指導」についての理解を促進することを目的として本ガイドブックを

作成することとしました。 

 本ガイドブックは、基礎理論編、実践事例編の二部で構成しており、前半の基礎理

論編では、通級指導担当者だけでなく、管理職や学級担任、教科担当など、校内の全

ての教職員が理解しておくことが望ましい内容をまとめています。後半の実践事例編

では、児童生徒の様々な困難さへの具体的な指導・支援の例を豊富に示しています。

なお、巻末には、個別の指導計画を作成する際の参考となるよう、自立活動の指導の

内容例を分かりやすく整理した資料を掲載しています。 

 今後、より多くの教職員が本ガイドブックを活用することにより、「通級による指

導」の一層の充実が図られ、障害のある児童生徒の自立と社会参加をめざす特別支援

教育の更なる推進につながることを願っています。 
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○活用方法 

 ①本ガイドブックは、前半部分に「基礎理解編」として、指導を進める上で知って

おいてほしいことを示しています。ここには、通級指導担当者のみならず、すべ

ての教職員に知っておいてほしい内容が含まれています。校内研修等でも、活用

できるよう、編集しています。 

 

 ②後半部分は、「実践事例編」として、研究拠点校の取組を紹介しています。様々

な児童生徒の状態等に応じた自立活動の指導や、必要に応じて行われる教科の内

容を取り入れた指導の具体例を示しています。児童生徒の実態に応じた目標の設

定や、指導内容の選択、評価までの流れを、事例を通して学ぶこともできます。 

 

○活用例 

 

 初めて通級による指導を担当する教員 

  ➣Ｐ  ６ 基礎理論編１－（３）  

Ｑ＆Ａ形式で、基礎的事項を分かりやすく説明  

  ➣Ｐ ６８ 基礎理論編５ 

教室運営の 1 年間の大まかな流れを例示 

  ➣Ｐ ８１ 実践事例編 

          通級指導の実践を豊富に記載 

  ➣Ｐ１０８ 資料編１ 自立活動における区分及び内容の概要 

          自立活動の 6 区分 27 項目の内容の具体例を明示 

 

通常の学級担任 

➣Ｐ  ６ 基礎理論編１－（３）  

Ｑ＆Ａ形式で、基礎的事項を分かりやすく説明  

➣Ｐ ４９ ４－（２） 

         通級指導担当者との連携のありかたについて、整理 

  ➣Ｐ ８１ 実践事例編 

          自立活動の指導の場である通級指導教室の役割の理解に生か 

         せる豊富な事例を記載 

  

 校内研修において活用 

  ➣Ｐ ３２ ３－（１） 

          個別の教育支援計画や個別の指導計画を全校体制で取り組む

手立てを例示 

  ➣Ｐ ５５ ４－（３） 

          校内コーディネーターと通級指導担当者が連携して進める特 

         別支援教育に関する校内研修の例を紹介 

   

 

関係者との連携において活用 

  ➣Ｐ ４８ ４（１）～（８） 

          様々な関係機関等との連携の在り方を明示 
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